
様式第５（その１）（第４条関係）
（学校用）

鹿児島市長　　　殿

施設名
所在地
設置者又は管理者氏名
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

鹿児島市健康増進法施行細則第４条の規定により、次のとおり報告します。
定　　員 児　童 人 生　徒 人
給食提供
施  設

【委託の場合】

□ 直　営

□ 委　託

常　勤 非常勤 常　勤 非常勤
人 人 人 人
人 人 人 人
人 人 人 人

人 人 人 人

充足率％
B/A×１００
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（レチノール活性当量）
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人
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栄　養　管　理　報　告　書
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卵 類

　　　　　円　　　　　　　銭
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対 象 者

　マニュアルの整備　　□　有　□　無　
　マニュアルの校内における共有　□　有　□　無
　業務不可能時の対応　□　有　□　無
　マニュアルの整備　　□　有　□　無　
　マニュアルの校内における共有　□　有　□　無

　食　糧　   □　有 □　無

　飲料水　　□　有 □　無

所　 属 職　 名

電話番号 氏　 名

【留意事項】
１　定員について、１０月分の１日平均の児童・生徒在籍数を記入すること。
２　１日平均食数について、１０月分の１日平均食数を、小学生は「児童」に、中学生以上は「生徒」の欄に
　記入すること。なお、職員数については含めないこと。
３　給食の運営方法について、委託の場合は受託事業所の名称、所在地、電話番号を記入すること。
４　給食従事者数について、常勤は各施設で定めている常勤の所定労働時間勤務の者の数を記入し、それ未満
　の者の数は非常勤の欄に記入すること。なお、区分については免許取得者数について計上すること。ただし
　管理栄養士又は栄養士以外の職名で採用されている者であっても、資格を有して実際に栄養指導に従事して
　いる者については、その資格の欄に計上すること。
５　栄養指導状況について
　(1) 個別指導について、１０月に実施した延べ人員数を記入すること。
　(2) 集団指導について、１０月に実施した回数と延べ人員数を記入すること。
６　１日当たりの食材料費について、１０月分の総材料費を延べ人員で除した金額を記入すること。なお、職
　員給食を実施している施設は、食材料費を明確に分け、報告に含めないこと。
７　食品群別給与量実績について、１０月分の１日平均の給与量の実績を整数値で記入すること。ただし、種
　実類、きのこ類、藻類の乾物について、小数点第１位まで記入すること。
　パンは、原則パンで計上するが、重量の把握が困難な場合は、小麦粉重量を記載する。
８　給与栄養量について
　(1) 目標量は、主たる食事について設定した目標量を記入すること。
　(2) 実績について、１０月分の１日平均量を記入すること。
　(3) 小数点以下の取扱については、「日本食品標準成分表」に準じて記入すること。
　(4) マグネシウム、亜鉛について、記入は任意とする。
９　身体状況の把握について、様式第５（その１－２）（第４条関係）の評価方法を参考にし、全体数、肥満
　とやせの状況、前年度との比較を記入すること。
１０　危機管理について
　(1) マニュアルとは給食・栄養部門が整備しているものについて記入すること。ただし、校内の危機管
　　　 理マニュアルに食事提供の位置づけがある場合はそれを含む。
　(2) 備蓄量について、非常食としての食料や飲料水を備蓄している場合は、（   ）内に「何人分」を「
　　   何日分」として記入すること。
　(3) 給食センターの場合は、センターが管理している備蓄量についてのみ記載すること。
１１　共通事項
　(1) 各項目について実施していること、または該当するものに記入（■、✓）すること。
　(2) 「その他」の場合は、具体的に記入すること。

（　　人分）　×　（　　日分）

身 体 状 況 の 把 握 　様式第５（その１－２）（第４条関係）（学校用）へ記載

適切な食事を提供
す る た め の 把 握

　□　年齢　□　性別　□　身長　□　体重　□　身体活動レベル　□　嗜好状況
　□　残食状況　□　食物アレルギーの状況　□　疾病の状況　□　咀嚼・嚥下の状況

　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

内　 容
　□　給与栄養量　□　献立　□　食品・食材情報　□　食習慣　

　□　健康と栄養　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

栄 養 管 理

　□　利用者の状況に応じた栄養基準の設定
　□　栄養基準に基づく献立の作成 　□　献立に基づく調理及び食事の提供

　□　食事計画の評価、検証 　□　検証結果に基づく計画の改善

　□　児童生徒　□　保護者　□　担任等　□　その他（　　　　　　　　）

裏　　面

衛 生 管 理 　衛生管理記録　　　□有　□無　　　学校給食衛生管理基準の活用　　□有　□無

検 食 　検食の事前実施　　□有　□無　　　検食記録（時間、氏名、所見）　□有　□無

危 機 管 理

食 中 毒
感 染 症

災 　害
備蓄量

（　　人分）　×　（　　日分）

記 入 者

栄 養 情 報 の 提 供
方　 法

　□　校内への掲示　□　給食便りの配付　□　保護者会の活用（　　　　）

　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


